
　
天
文
台
や
岩
海
な
ど
、
久
井
町
吉
田
地
域
の
名
所
を
約
４
万
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
創
作
す
る
冬
ホ
タ
ル
の
会
の
皆
さ
ん
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
吉
田
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。

ツ
リ
ー
か
ら
の
展
望
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
し
た
名
所
の
数
々
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
な
り
、今
日
か
ら
１
月
２
日
ま
で
広
場
を
彩
っ
て
い
ま
す（
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）

広 報

あな
たの暮らしのそばに

広 報

広 報
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特集　　 こう変わります！ごみの出し方

　
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
家
庭
か
ら
出
す

｢

も
や
す
ご
み｣

の
出
し
方
が
、
指
定
袋
制

度
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
新
し
い
制
度
の
内
容
に

つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集

こ
う
変
わ
り
ま
す
！
ご
み
の
出
し
方

　６月30日までは、
この方法でごみを出すことができます。
黒色の袋は使用できません。
⇒詳細は４ページ

　購入済の「可燃ごみ
処理券」は、指定袋に入
らないごみに貼り付け
て出すことができます。
⇒詳細は3・4ページ ××

※
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
管
理
会
社
が
、
独
自
で

ご
み
の
収
集
を
行
な
っ
て
い
る
場
合（
市
の
収

集
対
象
外
の
た
め
、
可
燃
ご
み
処
理
券
の
貼

り
付
け
不
要
）は
、
対
象
外
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
も
中
身
の
見
え
な
い
黒
色
の
袋
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
も
や
さ
な
い
ご
み
、
資
源
化
ご
み
、
大
型

ご
み
は
対
象
外
で
す
。

開
始
時
期

指
定
袋・処
理
券
の

種
類
と
価
格

新
し
い
ご
み
の
出
し
方

指
定
袋
の

対
象
と
な
る
ご
み

1

4

3

2
来
年
４
月
１
日（
月
）〜

家
庭
か
ら
出
す
も
や
す
ご
み

現　　在 来年４月１日から

可燃ごみ処理券を
貼り付け

市販の
ビニール袋

もやすごみ指定袋
（１枚目から購入）

袋に入らない
ごみ

処理券を貼り付け（１枚目から購入）
　　　　※処理券の名称を変更します。

「可燃ごみ処理券」
※購入済みの処理券は、４月１日以降も使用できます。

「もやすごみ処理券」

色
（透明度） 容量・用途 1枚当たりの

単価
1ロール当たりの
価格（注１） 購入場所

指定袋 薄黄色
（半透明）

大袋（45リットル） 45円 450円（10枚入）

スーパー、コンビ
ニエンスストア、
その他の小売店

中袋（30リットル） 30円 300円（10枚入）
小袋（15リットル） 15円 150円（10枚入）

処理券 ピンク色
指定袋に入らないも
やすごみに貼り付け
（注２）

50円 －

注１　１ロールとは、10枚一組のことです。
注２　指定袋に入らないもやすごみの例：布団、毛布、ゴルフバッグ、木枝、すだれ、ウレタン製ソファ、
　　　　じゅうたん、木製ほうきなど
※木製の家具類は、１ｍ×40㎝程度以内に分解し、処理券を貼り付けてごみステーションに出すか、
清掃工場に直接搬入してください（処理券不要）。

※
も
や
す
ご
み
の
指
定
袋
制
度

　
市
が
作
製
･
指
定
す
る
ご
み
袋

を
購
入
し
、
そ
の
ご
み
袋
で
、
家

庭
か
ら
の
も
や
す
ご
み
を
出
す
方

法
で
す
。

来 年
4月1日（月）～

もやすごみ処理券

指定袋  大（45リットル）
※この他、中（30リットル）、
小（15リットル）があります。

　４月1日からは、｢もやすごみ
指定袋｣で、袋に入らないごみは
｢もやすごみ処理券｣を貼って
出してください。

※
も
や
さ
な
い
ご
み
、
資
源
化
ご
み
、
大
型
ご
み
の
出
し
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

処
理
券（
シ
ー
ル
）方
式
か
ら
有
料
指
定
袋
制
度
へ
　
家
庭
か
ら
出
る「
も
や
す
ご
み
」

指定袋のイメージ

処理券のイメージ

※写真はイメージです。 ※写真はイメージです。

これまでどおり 経過措置

イメージ

イメージ



4平成 24 年 12 月号 広報みはら5 広報みはら 平成 24 年 12 月号

�問い合わせ先

問
環
境
管
理
課

　

�

☎
０
８
４
８・63・1
2
1
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�℻ 

０
８
４
８・67・６
０
６
９

�問い合わせ先

　
市
で
は
先
月
か
ら
、も
や
す
ご
み
の
指

定
袋
制
度
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、次
の
会
場
で

開
催
し
ま
す
。

　
来
年
４
月
１
日
か
ら
、地
域
清
掃
で
出

る
も
や
す
ご
み
の
出
し
方
が
、次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

〔
例
〕 

指
定
袋
で
の
排
出
＝
週
１
回
、

　
　

 

処
理
券
で
の
排
出
＝
年
３
回

　
次
の
と
お
り
清
掃
工
場
へ
の
直
接
搬
入

方
法
を
変
更
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
料
金
は
無
料
で
す
。

（
こ
れ
ま
で
と
変
更
な
し
）

住
民
説
明
会

地
域
清
掃
ご
み
の

出
し
方

あ
ん
な
と
き・

　
こ
ん
な
と
き

１
世
帯
当
た
り
の

負
担
額（
試
算
）

清
掃
工
場
へ
の
直
接

搬
入
方
法
の
変
更

可
燃
ご
み
処
理
券

な
ど
の
使
用
期
限

と
使
用
方
法

９

8

10 6

7

5
と　き ところ

12月２日
（日）

10時～12時
幸崎小学校
木原小学校
羽和泉小学校

15時～17時
中之町小学校
鷺浦小学校
高坂小学校

12月９日
（日） 15時～17時 深小学校

使用期限 使用方法
無料可燃ごみ処理券（啓発用を含む）

来年６月30日
（日）まで
【経過措置】

指定袋に入らないごみ
に貼り付け、または透明
袋・半透明袋に貼り付け
※黒色の袋は使用でき
ません。

可燃ごみ処理券（１枚50円で購入したもの）

期限なし 指定袋に入らないごみ
に貼り付け

種　類 指定袋の
毎月の負担額

処理券の負担額
（年間） 年間の負担額

大袋（45リットル）
45円×4枚（週1回）＝

180円

50円×3枚（年3回）＝
150円

180円×12カ月＋150円＝
2,310円

中袋（30リットル）
30円×4枚（週1回）＝

120円
120円×12カ月＋150円＝

1,590円

小袋（15リットル）
15円×4枚（週1回）＝

60円
60円×12カ月＋150円＝

870円

項　目 現　在 変　更　後

袋などの容器 指定なし

【来年4月1日～】　
透明袋または半透明袋、ふたを開けたダンボー
ル箱（中身が確認できること）　
※黒色の袋は使用できません。　
※事業所から排出されるごみも黒色の袋は使
用できません。

市内在住または
市内事業所の確認

　今年11月１日から、運転免許証や社員証などで確認を
行なっています。

現　在 来年４月１日～

もやすごみ 袋の指定なし

透明袋または半透明袋　

※黒色の袋は使用できません。　

※木枝は長さ１ｍ、太さ７㎝以内にして

ひもでしばる。

項　目 質　　　問 回　　　答

ごみの出し方につ
いて

●�木枝は指定袋に入れて出せます
か？

・�指定袋に入れる場合は、指定袋に入る
よう短く切ってください。　
・�指定袋に入らない場合は、長さ１ｍ、
太さ７㎝以下、直径40㎝以内の束に
してひもでくくり、もやすごみ処理券
を貼って出してください。

●�木製の机や本棚、食器棚にもや
すごみ処理券を貼って出すこ
とはできますか？　

・�木製の家具類をごみステーションに出
す場合は、1m×40cm程度以内に分解
してひもなどでしばり、もやすごみ処
理券を貼って出してください。　
・�分解が困難な場合は、清掃工場に直接
搬入してください(処理券不要）。

指定袋などの
購入について

●�以前のように指定袋やもやすご
み処理券の無料配布は無いの
ですか？

・�ありません。１枚目から購入をお願い
します。

●�指定袋は１枚単位で購入でき
ますか？

・�10枚一組での販売を予定しています。
ただし、もやすごみ処理券は１枚単位
での販売ができるよう取扱店に依頼す
る予定です。

●�指定袋に使用期限はあります
か？

・ありません。

●�市外の店舗でも購入できます
か？

・市内の取扱店に限ります。

●�いつから購入できますか？ ・�来年３月１日からの販売を予定してい
ます。　
・�取扱店が決まり次第、広報みはらなど
でお知らせします。

制度の周知・
清掃工場への
搬入について

●�新しいごみの分別ガイドは配布
されますか？

・�来年２月ごろ、チラシや新しい分別ガ
イドを全世帯に配布する予定です。

●�紙袋や米袋などに入れて搬入す
ることはできますか？

・�透明袋または半透明袋、中身が見える
状態で搬入してください。

●�草、木枝は透明袋などに入れて
搬入する必要がありますか？

・�袋に入れずに搬入することが可能です。
ただし、木枝は長さ１ｍ、太さ７㎝以
内にしてください。

特集　　 こう変わります！ごみの出し方
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市政フラッシュ

●
関
連
イ
ベ
ン
ト
●

ク
リ
ス
マ
ス
観
望
会
＆
ハ
ー
プ
コ
ン

サ
ー
ト

と
き　
23
日（
日
）18
時
～
22
時

と�

こ
ろ　
宇
根
山
天
文
台（
久
井
町
吉

田
）

内�

容　
宇
宙
の
神
秘

オ
リ
オ
ン
座
大
星

雲
の
観
望
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上

映
、
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト

※
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
は
19
時
か
ら
。

出
演　
宮
内 

く
に
え
さ
ん

入�

館
料　
大
人
３
１
０
円
、
中
学
生・高

校
生
２
１
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
88
個
の
星
座
の
名
称
や

星
座
絵（
イ
ラ
ス
ト
）、
星
座
境
界
線
な
ど
を

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
は
で
き
な
か
っ
た
光
跡
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
望
遠
鏡
で
眺
め
た
よ
う
な

ズ
ー
ム
機
能
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
エ
ア
ド
ー

ム
も
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
エ
ア
ド
ー
ム
を

使
っ
た
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
学
校

の
体
育
館
な
ど
で
手
軽
に
星
空
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
か
ら
の

要
請
に
基
づ
く
出
前
講
座
な
ど
で
活
用
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
宇
根
山
天
文
台（
久
井
町
吉
田
）で
は
、
県

内
一
の
大
き
さ
を
誇
る
大
型
反
射
望
遠
鏡
に

よ
る
天
体
観
測
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
鑑
賞
、

季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

は
、
開
館
と
同
時
の
平
成
２
年
に
設
置
し
使

用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
数
と
と
も

に
老
朽
化
が
進
み
、
月
や
星
の
位
置
が
ず
れ

て
表
示
さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
一
新

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。
新
し
い
プ
ラ

　
10
月
20
日
、
沼
田
川
河
口
に
位
置
す
る
円

一
東
団
地
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
津
波

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地

震（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
、
三
原
市
の
震

度
６
強
）が
発
生
し
、県
沿
岸
部
に
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
実
施
。
同
団
地

自
主
防
災
会
の
約
90
人
が
参
加
し
、
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
の
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
、

団
地
内
の
公
園
か
ら
津
波
一
時
避
難
場
所

（
津
波
避
難
ビ
ル
）で
あ
る
フ
ジ
グ
ラ
ン
三
原

の
屋
上
駐
車
場
ま
で
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
吉
永 

篤
さ
ん（
円
一
町
五
丁

目
）は
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
、

助
け
合
い
な
が
ら
動
け
る
よ
う
、
日
頃
か
ら

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
備
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

問
青
少
年
女
性
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
一新

津
波
避
難
ビ
ル
へ
の
避
難
訓
練

�問い合わせ先

▲�移動式プラネタリウム（左）と新しくなったプラネタリウムの上映画面

▲�フジグラン三原の屋上駐車場へ避難するようす

　
先
月
１
日
～
25
日
に
か
け
て
、「
大
内
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
名
筆
展 

日
本
史
を
飾
っ
た
人
々
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
秋
の
企
画
展
と
題
し
て
開
催
し
た
こ
の
行

事
に
は
、
期
間
中
に
約
二
千
人
が
来
場
。
国

指
定
の
重
要
美
術
品
を
は
じ
め
、
天
皇
の
自

筆
文
書
や
徳
川
家
康
の
書
状
、
歴
代
総
理
大

臣
の
書
な
ど
約
60
点
の
名
筆
の
数
々
を
展
示

し
ま
し
た
。

　
自
身
も
市
内
で
書
の
指
導
を
し
て
い
る
豊

原
昭
子
さ
ん（
中
之
町
七
丁
目
）は
、「
貴
重
な

資
料
を
た
く
さ
ん
展
示
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
国
宝
級
の
展
示
物
に
感
動
す
る

と
と
も
に
、あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
」と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

秋
の
企
画
展
を
開
催

奈
良
時
代
～
昭
和
の
書
が
一
堂
に▲�日本史を飾った人々の書を鑑賞する来場者
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�問い合わせ先

年末・年始  市の業務

市
議
会
定
例
会
の

日
程（
予
定
）

年末・年始の休業期間は、次のとおりです。
　　が休みです。

施　設　名
12月 １月

28日
（金）

29日
（土）

30日
（日）

31日
（月）

１日
（火）

２日
（水）

３日
（木）

４日
（金）

市役所本庁、各支所、市役所本庁の自動交付機（注１）
サン・シープラザ
テレワーク体験室（サン・シープラザ３階）
本郷・久井・大和保健福祉センター
芸術文化センター ポポロ
児童館
市民福祉会館
リージョンプラザ
ゆめきゃりあセンター
各人権文化センター
中央図書館、本郷図書館、久井図書館、大和図書館
歴史民俗資料館、久井歴史民俗資料館
中央公民館、各コミュニティセンター、各公民館
地域学習センター（さざなみ学校）
本郷生涯学習センター
くい文化センター
大和文化センター
三原運動公園 年末・年始も開園します（注２）
久井運動公園
白竜湖スポーツ村公園
本郷体育センター
北方グラウンド・ゴルフ場 無料開放
清掃工場、不燃物処理工場（注３） ★
ストックヤード（清掃工場内）
エコワイズセンター（久井地域・注３）
し尿の収集（注４）
斎場（三原市斎場・本郷斎場・やすらぎ苑・西和苑）
注１　出生、死亡、婚姻など戸籍の届け出や埋火葬、斎場の申請などは、上記期間に関わらず市役所本庁地下
１階、または各支所の警備室で受け付けます。

注２　30日（日）〜１月３日（木）の間は、開園時間が８時〜17時（通常は21時）となります。
注３　★31日（月）の開場時間は12時までです。
　　　ごみの収集は、各地域のかんきょうカレンダーに従ってください。問い合わせは、環境管理課（☎0848・
63・1210）へ。

注４　緊急のし尿の収集は、浄化場（☎0848・66・0405）へ連絡してください。

　
次
の
日
程
で
、
市
議
会
の
12
月
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
議
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
傍
聴
の
受

け
付
け
は
、
会
議
当
日
、
議
会
事
務
局
で
行

い
ま
す
。

定
員　
本
会
議
＝
45
人

　
　
　
各
委
員
会
＝
５
人
程
度

※
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
場

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
３
７

　
�℻ 

０
８
４
８・63・４
５
４
５

と　　き 内　　容
３日（月）

10時〜

本会議：開会
５日（水）

本会議：一般質問
６日（木）
７日（金） 本会議：一般質問（予備日）
10日（月）

〜

13日（木）
常任委員会

14日（金） 補正予算特別委員会
18日（火） 14時〜 本会議：閉会
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平
成
23
年
度
の
決
算
と
平
成
24
年
度
予
算
の
執
行
状
況

　
一
般
会
計・
特
別
会
計
と
も
黒
字
で

決
算
し
て
い
ま
す
。

 
平
成
23
年
度
の
決
算

平
成
24
年
度
予
算

上
半
期（
４
月
〜
９
月
）

の
執
行
状
況

収　入 支　出 収　支 翌年度への
繰越額
（D）

実質収支

（A） （B） （C=A－B） （C－D）

一般会計 443億円 432億円 11億円 5億円 6億円

特別会計 259億円 255億円 4億円 0億円 4億円

合　計 702億円 687億円 15億円 5億円 10億円

●平成23年度　決算の状況

●平成23年度に実施した主な事業

●財政数値の変化－合併当時との比較－

貯金（基金）残高の推移

一般会計
収　入
443億円

依存
 財源
  241
　億円
　 54.4％

自主財源
　　202
　　　億円
　　　45.6％

地方譲与税ほか 20億円 4.5％
県支出金
28億円
6.3％

国庫支出金
51億円
11.5％

地方
交付税
　99億円
　22.4％

市債
43億円
9.7％

繰入金 4億円 0.9％ 繰越金 9億円 2.0％

使用料ほか
19億円 4.3％

諸収入
21億円
4.7％

市税
  149億円
　　33.7％

一般会計
支　出
432億円

積立金、出資金及び貸付金
22億円　5.1％
補助金 22億円
5.1％

他事業
支援金
47億円
10.9％

建設費
49億円
11.3％

管理費
54億円
12.5％ 福祉医療費

76億円
17.6％

借入返済金
77億円
17.8％

人件費
85億円
19.7％

平成24年
９月30日現在

予算額 収　入 支　出
（A） 金額（B） 割合（B／ A） 金額（C） 割合（C／A）

一般会計 491億円 199億円 40.5％ 174億円 35.4％
特別会計 279億円 89億円 31.9％ 107億円 38.4％
合　計 770億円 288億円 37.4％ 281億円 36.5％

水道事業
収　益
（A）

費　用
（B）

純利益
（C＝A－B）

12億円 11億円 1億円

問
財
政
課　

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
８

　
■℻ 

０
８
４
８・67・６
１
９
９

　平成23年度に実施した主な事業とその決算額を紹介します。
・道の駅の整備....................................................4億3,106万円
・ 東部共同調理場の建設......................................4億3,295万円
・くい診療所の整備...................................................8,091万円
・ 予防接種事業（日本脳炎、肺炎球菌、子宮頸がんなど）
   ........................................................................2億5,692万円
・ 汚泥再生処理センターの整備..............................1億427万円
・ 公共下水道事業..............................................14億9,964万円
・ 土地区画整理事業（東本通地区）............................3億92万円

※使用料ほか…手数料、分担金、負担金、寄附金、財産収入を含む。
※地方譲与税ほか…地方消費税交付金、地方特例交付金などを含む。

▲道の駅「みはら神明の里」（糸崎四丁目）

▲東部共同調理場（糸崎九丁目）

▲くい診療所（久井町江木）

貯金（基金）残高の推移

借入金（市債）残高の推移

3億円
19億円

7億円

34億円

20億円

21億円

19億円

6億円

32億円

19億円

20億円

19億円

6億円

32億円

19億円

20億円

18億円

6億円

30億円

16億円

18億円

18億円

6億円

30億円

16億円

23億円

17億円
6億円

30億円

14億円

26億円

17億円
3億円

30億円

14億円

38億円

0円

20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

H23

17億円

6億円

30億円

14億円

30億円

H22H21H20H19H18H17H16

101億円
96億円 96億円

88億円
93億円 93億円

102億円
97億円

0円

200億円

400億円

600億円

H23H22H21H20H19H18H17H16

61億円 74億円 85億円 93億円 100億円 112億円 146億円

607億円 597億円 578億円 579億円 554億円 521億円 485億円

134億円

518億円

668億円 671億円 663億円 672億円 654億円 633億円 631億円652億円

　市民一人当たりに換算する
と、約10万円の貯金残高です。

その他の基金
職員退職手当基金（職員の退職
金支払いのためのもの）
大規模事業基金（大規模な施設
整備を行うためのもの）
減債基金（借入金を返済するた
めのもの）
財政調整基金（赤字となった時
に補えるよう備えているもの）

　市民一人当たりに換算す
ると、約63万円の借入金残
高ですが、実質の負担は約
23万円です。

　ＪＲ本郷駅や芸術文化センター ポポロの建設に大規模事業基金を取り崩しましたが、合併当時と比べると、
基金全体では１億円増加しました。

※１建設事業債…学校や道路などの整備時に借り入れるもので、返済額の約50％を国が負担します。
※２臨時財政対策債…国に代わって市が立て替えて借り入れを行うものです。返済は100％国が負担します。

　借入金（市債）と貯金（基金）の残高について、合併当時との数値を比較します。
※会計は普通会計。人口は9万9,636人で計算しています。

借入金（市債）残高の推移
　合併当時と比べると、建設事業債残高は122億円減少しました。しかし、臨時財政対策債が85億円増加した
ため、全体では37億円の減少となっています。
　また、平成23年度の建設事業債残高485億円のうち、253億円は国が負担することになっているので、市の
実質負担は、232億円です。

臨時財政対策債（※２）

建設事業債（※１）
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　市職員の給与などは、地方自治法と地方公務員法
に基づく、市の条例や規則で定められています。給
与などについて、その主な内容をお知らせします。

１　特別職の給料など

※職員数は、職務区分による一般行政職の人数。（税
務職43人、看護・保健職29人、福祉職70人、消防職
159人、企業職43人、技能労務職51人、幼稚園教諭
38人、指導主事9人を除く）

２　職員の給与（平成23年度一般会計決算）

３　職員の平均給料月額と平均年齢

７　手当の状況

８　職員の定員
　

※職員数は、全職員数（休職者や派遣職員などを含
む）で、臨時・非常勤職員は除きます。

４　職員の初任給

５　職員の経験年数別・学歴別の平均給料月額

６　一般行政職の級別職員数（合計497人）

※職員一人当たりの平均給与費は、年額約600万円
です。
※給与費とは、人件費のうち、職員の給料や手当に
あたる部分です。

※市長・副市長は４月１日〜来年３月31日の間、給
料の一部を削減しています。

給  料 ・ 報  酬
期  末  手  当

6月期 12月期 合計

特
別
職

市　長 給　料  848,700円
　　　（10％削減額）

1.90
　月分

2.05
　月分

3.95
　月分

副市長 　〃　  706,800円 
　　　（５％削減額）

議
　
員

議　長 報　酬  530,000円
副議長 　〃　  475,000円
議　員 　〃　  428,000円

問職員課　
　☎0848・67・6024　�℻ 0848・64・7101

給与の
決算額

52億6,844
万円

    期末勤勉手当
  12億537万
    5千円
（22.9%）
職員手当
6億7,206
  万円
  （12.7%）

給料
33億9,100万5千円
（64.4%）

一  般  行  政  職
平均給料月額 平 均 年 齢

三原市 324,194円 41.8歳
国 329,917円 42.8歳

三　原　市 国

期
末
勤
勉
手
当

６月期 12月期 ６月期 12月期
期　末 1.225月分 1.375月分 1.225月分 1.375月分
勤　勉 0.675月分 0.675月分 0.675月分 0.675月分
合　計 1.90月分 2.05月分 1.90月分 2.05月分

※職制上の段階や級などによる加算措置あ
り。

退
　
職
　
手
　
当

自己都合 勧　奨 自己都合 勧　奨
勤続20年 23.5月分 30.55月分 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分
退職時の
加算など

※勤続25年以上で、定年前早期勧奨退職特
例措置として上記率に2 〜20％を加算。

部　門
職員数（人） 対前年比

（人）平成24年 平成23年

一般行政
部　門

議　会 7 7 0
総　務 161 165 △ 4
税　務 43 43 0
民　生 155 158 △ 3
衛　生 73 98 △25
農　水 29 30 △ 1
商　工 15 15 0
土　木 96 100 △ 4
小　計 579 616 △37

特別行政
部　門

教　育 126 127 △ 1
消　防 161 162 △ 1
小　計 287 289 △ 2

普通会計　 計 866 905 △39

公営企業
部門など

水　道 43 47 △ 4
その他 30 30 0
小　計 73 77 △ 4

合　計 939 982 △43

内　　　容
国の
制度
との
異同

国の制度と
異なる内容

扶
　
養
　
手
　
当

●配偶者　 13,000円

●扶養親族
　配偶者（有）の場合
　　1人目　 6,500円
　　2人目　 6,500円
　　3人目以降
　　　　　   6,500円
　配偶者（無）の場合
　　1人目  11,000円
　　2人目　 6,500円
　　3人目以降
　　　　　   6,500円
※16～22歳は、それぞ
れ5,000円を加算。

同
じ

住
　
居
　
手
　
当

●持ち家の場合
新築・購入後の年数に
関わらず
　　　　　   3,300円

●借家・借間の場合
　　　 27,000円以内

一
部
国
と
異
な
る

●持ち家の場合
　　　　　　　  0円

　

　

通
　
勤
　
手
　
当

●交通機関利用者
負担額が55,000円以下
　　　　　   実負担額
　 〃  　55,001円以上
　　　　　 55,000円

●交通用具使用者
距離により
 2,900円～24,500円

一
部
国
と
異
な
る ●交通用具使用者

距離により
 2,000円～24,500円

内　　　　　　　　容

特
殊
勤
務
手
当（
平
成
23
年
度
）

手当を受けている職員の割合 19.1％

支給対象職員一人当たりの平均
支 給 年 額 26,667円

手  当  の  種  類 9種類

時 

間 

外 

勤 

務 

手 

当

平成23年度
支 給 総 額 3億4,587万3千円

職員一人当たりの
支 給 年 額 42万7千円

平成22年度
支 給 総 額 3億7,329万4千円

職員一人当たりの
支 給 年 額 43万5千円

三  原  市 国

一般行政職
大学卒（上級） 185,800円 185,800円

大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 149,800円 140,100円

経  験  年  数
10 ～14年 15 ～19年 20 ～24年

一　般
行政職

大学卒 275,800円 319,000円 364,200円
高校卒 259,100円 289,100円 319,200円

0

50

100

150

200

１級

（人）

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

主事
技師

主事
技師

主任
主任主事
主任技師

主査
専門員

課長補佐
係長

次長
課長

参事
部長

49人
（9.9%）34人（6.8%）

202人
（40.6%）

39人
（7.9%）

113人
（22.7%）

51人
（10.3%）9人

（1.8%）

お知らせします
市職員の給与など
お知らせします
市職員の給与など

平成24年４月１日現在
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保育所（園）の入所申し込み
を受け付けます

施
行
か
ら
１
年
が
経
過 

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

　
男
女
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
―
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
こ
の
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
昨
年
10
月
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施

行
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
条
例
の
施
行
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
な
ど
、
改
め
て
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
市
で
は
昨
年
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
以
下
に
、
そ
の
結
果
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

 

多
く
の
面
で
感
じ
る
男
性
優
遇（
図
１
）

　
社
会
生
活
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等

感
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で〝
男
性
優
遇
〞と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

男
女
共
同
参
画
実
現
に
望
む
施
策（
図
２
）

　
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
施
策
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
子
育
て・
介
護
に
関
す
る
多
様
な
支

援
」や「
就
労
機
会
や
就
労
環
境
の
整
備
」、

「
慣
習
の
見
直
し
や
啓
発
」な
ど
を
望
む
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

　
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
く
審
議
会
を
設
置

し
、
合
計
５
回
の
会
議
を
経
て
、
今
年
３
月

に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
第
２
次
）を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、「
認
め
あ
い 

共
に
歩
も

う 

多
幸
の
ま
ち
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
人
づ

く
り・環
境
づ
く
り・社
会
づ
く
り
の
基
本
目

標
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
市
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど
と
計
画
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
人
材
育
成

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
第
２

次
）に
掲
げ
た
重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
、市

民
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
女
性
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
〜
10
月
25
日
の
毎
週
木
曜
日
に

合
計
５
回
開
催
し
、修
了
者（
３
回
以
上
の
受

講
者
）を
市
の
審
議
会
や
委
員
会
の
女
性
委

員
登
用
候
補
者
と
し
て
登
録
を
依
頼
し
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
振
り
返
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対　象　次の①②を満たす人　
　①市内在住で、来年４月から新しく入所を希望する人
　②仕事や介護などで家庭保育が困難な人
※大和認定こども園（短時間利用）は①を満たす人。
※延長保育は、別途利用料が必要です。
申 し込み　申込用紙（子育て支援課、各支所、各保育所・園
に用意）を子育て支援課または各支所の地域振興課へ

保  育  所（園） 所　在　地 定員 保育時間 延長保育 対　象 そ  の  他

公
　
立

宮沖保育所 宮沖五丁目5番1号 150人

7：30～
18：00 無 6カ月～ －

糸崎保育所 糸崎三丁目5番1号 45人
幸崎保育所 幸崎能地三丁目14番1号 35人
和田保育所 和田二丁目19番12号 45人
中之町保育所 中之町一丁目4番12号 50人
高坂保育所 高坂町真良2153番地 30人
長谷保育所 長谷一丁目5番21号 60人
宗郷保育所 宗郷四丁目8番19号 60人
本郷保育所 本郷南五丁目8番1号 90人 7：00～

18：00 19：00まで 6カ月～本郷ひまわり保育所 下北方一丁目8番1号 120人 一時預かり
久井保育所 久井町下津1445番地2 60人 7：30～

18：00 無 11カ月～ ̶羽倉保育所 久井町羽倉1341番地3 60人
大和認定こども園
（長時間利用  月～土曜日） 大和町下徳良697番地2

135人 7：30～
18：00 19：00まで 6カ月～

一時預かり大和認定こども園
（短時間利用  月～金曜日） 30人 8：30～

14：00 無 3歳～

私
　
立

聖心保育園 東町三丁目13番6号 120人

7：00～
18：00

19：00まで 4カ月～ 一時預かり
桂香保育所 本町三丁目26番1号 90人 19：30まで 3カ月～ ̶
愛光園保育所 館町二丁目2番12号 90人 病後児保育、休日保育
紅梅保育所 西野三丁目8番18号 140人 19：00まで 生後8週～ 一時預かりさくら保育園 宮浦六丁目21番12号 120人 19：30まで
あさかぜ保育園 沼田東町片島249番地3 70人 19：30まで 生後9週～
さんさんみなと保育園 港町一丁目6番6号 コウサキビル2階 60人 7：00～

18：00
20：00まで

4カ月～
̶

あやめが丘保育園 沼田西町惣定66番地308 60人 19：00まで 一時預かり
さんさんまりん保育園 港町三丁目6番29号 サンライズマリン瀬戸1・2階 60人 20：00まで ̶

※港町保育所は、来年３月31日で閉所します。

受 付期間　3日（月）～21日（金）

 平成25年度固定資産税

　土地・家屋以外の事業用資産（償却資産）は、申告が
義務付けられています。申告漏れや誤りのないよう
確認してください。（今月中に申告書が届かない人は
連絡してください）
申 告期間　来年１月４日（金）～31日（木）（土・日曜
日、祝日を除く）８時30分～17時15分
提出先　資産税課または各支所の地域振興課
対象となる償却資産
・ 法人税や所得税の損金、または必要経費に算入され
る減価償却資産（法人税や所得税が課税されない個
人、法人が所有するものを含む）
・ 減価償却済の資産
・ テナント入居者などが事業用として取り付けた内装
や設備
※無形償却資産や自動車税、軽自動車税の課税対象
を除く。
●償却資産の実地調査を行なっています
　申告漏れや誤りを防ぐため、市内の全事業者を対

象に実地調査を行なっています。資産台帳などの提
出や現物照合調査などをお願いすることがあります
ので協力をお願いします。
※申告漏れや誤りがあった場合、修正申告や税額更
正が過年度にさかのぼることがあります。
※虚偽の申告や不申告、調査拒否に対しては、罰則
が設けられています。

●
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
と
ニ
ー
ズ

●
各
種
の
取
り
組
み
を
計
画
的
に

0 20 40 60 80 100

無回答女性優遇平等男性優遇

社会通念・慣習・
しきたりなど

政治の場

学校教育の場

職場

家庭生活

（%）

56.8

69.6

27.3

79.8

80.3 11.4
2.8
6.8

12.4
0.6
7.2

56.1
5.4
11.2

17.6

30.1 8.6

8.4

4.4

4.4

（%）

56.8

69.6

27.3

79.8

80.3 11.4
2.8
6.8

12.4
0.6
7.2

56.1
5.4
11.2

17.6

30.1 8.6

8.4

4.4

4.4

10 30 50 70

男女共同参画の視点に立った
教育や学習を進める

政策や方針決定過程への
女性の参画を拡充する

男女共同参画の視点から慣
習の見直しや啓発を進める

就労における男女機会均等
や就業環境の整備を進める

子育て・介護に関する
多様な支援を拡充する 65.2

49.4

38.8

36.4

30.7

（%）

65.2

49.4

38.8

36.4

30.7

▲ 審議会を開催しプランを策定しました

市民企画のいきいきセミナー
と　き　１月26日（土）13時30分～15時
と ころ　ゆめきゃりあセンター（館町二
丁目）
内 　容　あなたとあなたの家族におくる
乳がん検診についての講演
講 　師　広島大学原爆放射線
医科学研究所 医師　角

かど
舎
や

学
たか
行
ゆき
さん

参加費　無料

問子育て支援課（市役所本庁２階）
☎0848・67・6042

償却資産の申告を忘れずに！

問
青
少
年
女
性
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

▲ 第５回人材育成セミナーで講義
を行う広島県立大学名誉教授の
野原建一さん

【例】アパートの主な償却資産は次のとおりです

問資産税課　☎0848・67・6032

図１

図２
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加入者みんなで健康を支え合う国民健康保険
　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険などに加入していない74歳までの人が、病気やけがをしたとき、
安心して医療などを受けるための制度です。

　
表
１・
表
２
に
当
て
は
ま
る
金
額

を
超
え
て
医
療
費
を
負
担
し
て
い
る

場
合
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
額
が
支

　
事
前
に
申
請
を
し
て
病
院
や
薬
局

の
窓
口
に〝
限
度
額
適
用
認
定
証
〟を

提
示
す
る
と
、
病
院
ご
と
で
医
療
費

の
支
払
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

申�

請
場
所　
保
険
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
の
地
域
振
興
課

用
意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑

給
さ
れ
ま
す
。

申�

請
場
所　
保
険
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
の
地
域
振
興
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑
、
領

収
書
、
通
帳

日
ま
で
の
１
カ
月
ご
と
に
計
算
を

し
ま
す
。

②�

保
険
適
用
の
部
分
が
計
算
の
対
象

で
す
。
入
院
時
の
食
事
代
や
、
そ

の
他
自
費
の
も
の
は
対
象
外
で

す
。

③�

申
請
の
時
効
は
、
原
則
、
診
療
を

受
け
た
月
か
ら
２
年
間
で
す
。

①�

病
院
に
行
っ
た
月
の
１
日
か
ら
末

　
国
保
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
金

額
の
合
計
額
が
、
表
３
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
と
き
に
は
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対�

象
者　
７
月
31
日
時
点
で
国
保
の

資
格
が
あ
る
人

対�

象
期
間　
平
成
23
年
８
月
１
日
～

平
成
24
年
７
月
31
日

※
対
象
世
帯
に
は
、
来
年
１
月
ご
ろ

に
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
期
間
中
に
医
療
保
険
の
種
類

が
変
わ
っ
た
人
は
、
案
内
文
書
が
届

か
な
く
て
も
支
給
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
険
医

療
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
全
額
自
己
負
担
し

た
医
療
費
の
う
ち
、

次
の
①
～
③
は
申
請

に
よ
り
自
己
負
担
分

を
除
い
た
金
額
が
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療
費
を
10

割
負
担
し
て
受
診
し
た
と
き

②�

医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代
が
か

か
っ
た
と
き

③�

海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
に
か
か

っ
た
と
き

申�

請
場
所　
保
険
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
の
地
域
振
興
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑
、
通

帳
、
領
収
書
、
診
療
報
酬
明
細
書

（
①
ま
た
は
③
の
と
き
）、
医
師
の

診
断
書・
装
着
証
明
書（
②
の
と

き
）

※
③
の
と
き
は
、
日
本
語
に
翻
訳
し

た
領
収
書
と
診
療
報
酬
明
細
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
な
ど
、

第
三
者
の
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
た
場

合
、そ
の
医
療
費
は

加
害
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
賠
償
が
遅
れ
た
り
す

る
と
き
は
、
い
っ
た
ん
保
険
証
を
使

っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�事
故
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、警
察
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�保
険
医
療
課
へ
連
絡
し
、“
第
三
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
”を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・�相
手（
加
害
者
）か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
た
り
、無
断
で
示
談
を
済
ま

せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
次
の
①
～
③
な
ど

の
理
由
で
、
入
院
な

ど
の
治
療
費
を
支
払

う
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
支
払
う
医
療
費
が

３
カ
月
間
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
保
険

医
療
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

地
震
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、

心
身
や
資
産
な
ど
に
重
大
な
損
害

が
生
じ
た

②�

事
業
の
休
廃
止
ま
た
は
倒
産
に
よ

り
、
収
入
が
前
年
の
１
／
２
以
下

に
減
少
し
た

③�

干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
に
よ
り
、
収

入
が
前
年
の
１
／
２
以
下
に
減
少

し
た

申
請
場
所　
保
険
医
療
課

用�

意
す
る
物　
保
険
証
、
前
年
の
収

入
と
今
年
の
収
入
が
分
か
る
物

（
②
③
の
と
き
）

 　

  

申
請
の
際
の
注
意
点

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
�℻ 

０
８
４
８・64・２
１
３
０

区　　分 外来 ＋ 入院　〔世帯ごと〕

上位所得者
150,000円　＋　医療費が50万円を
超えた場合は、その超えた額の１％

（83,400円）

一　　般
80,100円　＋　医療費が26万7千円を

超えた場合は、その超えた額の１％
（44,400円）

市民税非課税世帯 35,400円　（24,600円）

区　　分 自己負担限度額〔年額・世帯ごと〕

70歳未満
上位所得者 126万円
一　　般 67万円

市民税非課税世帯 34万円

70 ～74歳
現役並み所得者 67万円
一　　般 56万円
低所得者Ⅱ 31万円
低所得者Ⅰ 19万円

区　分 外来〔個人ごと〕 外来 ＋ 入院　〔世帯ごと〕

現役並み所得者 44,400円
80,100円 ＋ 医療費が26万７千円を超えた

場合は、その超えた額の１％
（44,400円）

一　　般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

表１　70歳未満の人の自己負担限度額（月額）表３　医療費と介護費用で合算した場合の自己負担限度額

表２　70歳～74歳の人の自己負担限度額（月額）

※70歳未満の人で、複数の領収書がある場合、①診療を受けた人②医療機関③
入院④外来⑤歯科ごとにまとめたうち、21,000円以上のものを合算すること
ができます。

※所得区分は、７月31日の医療保険の世帯区分に応じて判定し
ます。

※70歳～74歳の人は、月内の医療費を全て合算することができます。

※過去１年間で自己負担限度額に達する月が４回以上ある場合、４回目以降の
限度額は、表１・表２とも（　　）内の金額になります。

　国保では、ジェネリック（後発）医薬
品に切り替えた場合、自己負担の削
減額が大きい人へ通知をしています。
●６月分の削減効果
　切り替えた人数　2,495人
　削減された金額　448万8,931円

・�上位所得者…国保税の課税所得が６百万円を超える世帯、所得の申告をして
いない人がいる世帯
・現役並み所得者…70～74歳の人で、自己負担の割合が３割の人
・�一般…市民税が課税されている世帯に属し、「上位所得者」、「現役並み所得者」
に当てはまらない人
・�低所得者Ⅱ…世帯主と国保被保険者全員が市民税非課税の世帯に属する人（低
所得者Ⅰ以外の人）
・�低所得者Ⅰ…世帯主と国保被保険者全員が市民税非課税で、各所得が必要経
費・控除（年金の控除額は80万円）を差し引いたときに０円になる世帯に属す
る人

 

高
額
な
治
療
を

 

受
け
る
と
き
は

 

認
定
証
の
申
請
を

 

医
療
費
が

 

高
額
に
な
っ
た
ら

　
～
高
額
療
養
費
～

 

医
療
費
と
介
護
費
用
が

 

高
額
に
な
っ
た
ら

  

～
高
額
介
護
合
算
療
養
費
～

 

◆
あ
ん
な
と
き・こ
ん
な
と
き

 ジェネリック医薬品による
 医療費削減報告

 　〈用語の解説〉

国保だより

　表１～表３の区分は次のとおりです。

!医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き　
～
療
養
費
～

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き　

～
第
三
者
行
為
に
よ
る
届
け
出
～

治
療
費
の
支
払
い
が
一
時
的
に
、

著
し
く
苦
し
く
な
っ
た
と
き

～
一
部
負
担
金
免
除
の
届
け
出
～



17 広報みはら 平成 24 年 12 月号 16平成 24 年 12 月号 広報みはら

お知らせ拡大版問問い合わせ先

みんなで支えています。介護保険
　介護保険は、病気などで介護や支援が必要な状態になった人が、入浴や食事、機能訓練や
看護サービスを受けながら、いつまでも住み慣れたまちで安心して生活できるよう、介護の
負担を社会全体で支え合う制度です。
　ここでは、平成23年度の介護保険事業の決算状況などをお知らせします。

︿
歳
入
﹀

　
介
護
保
険
制
度
の
運
営
は
、
半
分
を
国・県・市

の
公
費
で
、
残
り
半
分
を
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

︿
歳
出
﹀

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
が
、
全

体
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
人︵
第
１
号
被
保
険
者
︶

　
所
得
に
応
じ
て
８
段
階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
年
金
額
が
、
年
18
万
円
以
上
の
場
合
は
、
年
金

か
ら
差
し
引
き
ま
す（
特
別
徴
収
）。

※
納
付
書
で
納
め
る
人（
普
通
徴
収
）は
、
７
月
～

翌
年
２
月
の
８
回
で
支
払
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
勧

め
て
い
ま
す
。

●
40
歳
～
64
歳
の
人︵
第
２
号
被
保
険
者
︶

　
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
を
組
み

合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
医
療
保
険
の
保
険
料
の
一
部
と
し
て
徴
収
し

ま
す
。

　
滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
１
年
以
上
の
滞
納

　
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負
担
し
、

申
請
に
よ
り
、
後
で
９
割
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
１
年
６
カ
月
以
上
の
滞
納

　
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
、
一
時
的
に
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
。

▼
２
年
以
上
の
滞
納

　
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

 

平
成
23
年
度
の
決
算
状
況

施設サービス費 
31億8,201万円 居宅サービス費 

42億7,034万円
施設サービス費 
31億8,201万円 居宅サービス費 

42億7,034万円

その他 
2億322万円

地域支援事業費 
1億7,339万円

高額介護サービス費 
1億5,036万円
特定入居者介護
サービス費 
2億4,147
万円

歳出
82億

2,079万円

国の負担金 
19億6,845万円

65歳以上の
人の保険料 
13億1,483万円

40歳～64歳の
人の保険料 
23億6,578万円

県の負担金 
12億229万円

国の負担金 
19億6,845万円

繰入金・その他 1億7,455万円
繰越金 
1,866万円

65歳以上の
人の保険料 
13億1,483万円

40歳～64歳の
人の保険料 
23億6,578万円

市の負担金 
11億7,623万円

県の負担金 
12億229万円

歳入
82億

2,079万円

●住宅改修
内�　容　要介護認定を受けた人が行う住宅
改修に対し、20万円を限度に、工事費の
９割を支給
※事前の申請が必要です。必ず工事前に、
高齢者福祉課、高齢者相談センター、また
は居宅介護支援事業所に相談してください。
対　象　次のいずれかの工事
　①手すりの取り付け　　②段差の解消
　③�床などの材料の変更（滑り防止など）
　④扉の取り替え（引き戸にするなど）
　⑤洋式便器への取り替え
　⑥①～⑤に伴い必要となる工事

●福祉用具の購入
内�　容　要介護認定を受けた人が、福祉用
具を購入する際、１年間（４月～翌年３月）
に10万円を限度に、購入費の９割を支給
対　象　次のいずれかの福祉用具
　①腰掛け便座　　　②入浴補助用具
　③自動排せつ処理装置の交換可能部品　
　④簡易浴槽
　⑤移動用リフトのつり具の部分
※県指定の販売店で購入した場合に限る。

住宅改修や福祉用具の購入は
介護保険の対象になります

65
歳
以
上
の
人
口
と

要
支
援・要
介
護
認
定
者
数
の
推
移

伸
び
続
け
る
高
齢
化
率
と
認
定
者
数

介
護
保
険
給
付
費
の
推
移

自
宅
で
介
護
を
受
け
る
費
用
が
増
加

　
３
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
８
，７
５
４
人
で
、
高
齢
化
率
は
28・92
％
で

す
。（
図
１
）

　
ま
た
、
要
支
援・要
介
護
認
定
者
数
は
６
，０
７
９
人
で
す
。（
図
２
）

　
　
自
宅
で
訪
問
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
居
宅

サ
ー
ビ
ス
費
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年
度
に
比
べ

約
３・１
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

は
、
施
設
で
提
供
さ
れ
る
食
費
な
ど
が
自
己
負
担

に
な
っ
た
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。（
図
３
）

24,000

26,000

28,000
65歳以上の人口

平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年平成16年平成13年

22

24

26

28

高齢化率

24,983人
26,051人

27,532人 27,819人 28,209人 28,207人
28,754人

24,983人

（人） （%）

23.43%

24.81%

26,051人

26.78%

27,532人

27.24%

27,819人

27.89%

28,209人

28.11%
28.92%

28,207人
28,754人

〜〜 〜〜

1,000

3,000

5,000

平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年平成16年平成13年

要支援１

要支援２

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

3,130人

（人）

4,369人
5,141人 5,279人

5,534人 5,765人
6,079人

〜〜 〜〜

10億円

30億円

50億円

70億円

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
17
年
度

平
成
15
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

その他施設サービス費居宅サービス費

42億
3,692
万円

48億
3,615
万円

58億
4,645
万円

60億
8,660
万円

65億
7,896
万円

70億
6,141
万円

74億
8,032
万円

78億
5,471
万円

介護保険
制度の開
始

〜〜〜〜〜〜

図１　65歳以上の人口と高齢化率の推移

図２　要支援・要介護認定者数の推移

図３　介護保険給付費の推移

あ
な
た
の
保
険
料
は
？

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

問
高
齢
者
福
祉
課︵
市
役
所
本
庁
１
階
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
４
０

介護保険だより
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募集しています�問い合わせ先

非常勤職員を募集
任用期間　平成25年4月1日〜平成26年3月31日

受 付 期 間　12月３日(月) ～14日(金)
対　　　象　平成25年４月１日現在で65歳未満の人
選 考 方 法　書類選考と面接
用意する物　履歴書、応募資格を証明する物の写し

職　種 報酬（日額） 勤務日・時間 業　務　内　容 応　募　資　格 定　員 申し込み・問い合わせ先
児童クラブ
指導員 5,350円

週６日、１日４時間50分 小学校低学年の子どもの健全育
成に関わる指導 保育士資格または各種教諭免許などを持っている人

３人

子育て支援課
☎0848･67･6045

子育て支援
相談員 週５日、１日４時間50分 子育てに関する相談･援助など

(勤務地:つどいの広場･久井) １人

母子自立
相談員 6,420円

週５日、１日５時間50分 母子家庭などの自立に向けた相
談･支援 相談業務の経験がある人、パソコン操作のできる人

各１人母子生活支援
施設支援員

週５日、１日５時間50分
※土曜日の出勤あり。 入所者の生活指導と相談など 児童厚生員、保育士資格または各種教諭免許を持ち、パ

ソコンの操作ができる人
就労支援
相談員 7,740円 週５日、１日５時間50分

生活保護受給者の就労相談・支
援 就職･福祉に関して専門的な知識を持っている人

各１人 社会福祉課
☎0848･67･6059診療報酬明細書

点検事務嘱託員
生活保護の診療報酬明細書の
点検事務

医療事務の資格を持っている人、または医療機関など
で医療事務経験が１年以上ある人

家庭児童
相談員 6,420円 週５日、１日５時間50分

児童問題に関する指導･助言、
県東部こども家庭センター定期
巡回相談の予約受け付けと相談
補助など

①～④のいずれかに該当する人
①�学校教育法に基づく大学において、児童福祉、社会福
祉、児童学、心理学、教育学もしくは社会学を専修する
学科またはこれらに相当する過程を修めて卒業した
人
②医師
③�社会福祉主事として、２年以上児童福祉事業に従事し
た人
④�①～③に準じる人で、家庭児童相談員として必要な識
見を持っている人

１人 社会福祉課
☎0848･67･6058

介護認定調査
嘱託員 8,280円 週５日、１日５時間50分

要介護認定のための訪問調査
（事前連絡、調査票の作成など
を含む）

介護支援専門員、保健師、看護師、準看護師、理学療
法士、作業療法士、社会福祉士、社会福祉主事任用資
格、介護福祉士、またはヘルパー１級の資格を持ち、普
通自動車運転免許を持っている人

若干名
高齢者福祉課

☎0848･67･6240要介護認定のための訪問調査
票の点検（認定調査業務などを
含む）

１人

消費生活
相談員 9,030円

週４日、１日６時間45分
消費生活に関する相談への対
応、啓発など

消費生活相談員または消費生活アドバイザーの資格を
持っている人 １人 商工振興課

☎0848･67･6072

発達支援相談員 9,170円 子どもの発達などに関する相談
支援

言語聴覚士または作業療法士などの免許を持ち、子ど
もの発達検査･相談に対応できる人 １人 保健福祉課

☎0848･67･6061

人権啓発
指導員 10,320円 週３日、１日７時間45分

人権問題研修会･講座などの直
接指導または人権問題に関する
相談･指導

教員免許状を持っている人、または人権啓発に関わる指
導･相談活動に従事した経験が３年以上ある人 １人

人権推進課
☎0848･67･6044

人権相談員 7,740円 週５日、１日５時間50分
人権問題などに関する相談･指
導･助言や、人権文化センター
の業務補助

社会的信望があり、人権問題に深い認識と理解を持って
いる人、または人権啓発などに関わる指導･相談活動に
従事した経験が３年以上ある人

２人

営農指導
嘱託員 9,180円

週５日、１日５時間50分
農業振興と農産物の生産指導 営農指導に必要な識見を持っている人 １人 農林水産課

☎0848･67･6077

学芸員 7,740円 美術資料の収集･保管･展示な
どに関する業務

学芸員（美術）の資格を持ている人（卒業見込者は３月31
日までに同資格を取得することが条件） １人 観光文化課

☎0848･67･6015
生涯学習
相談員

7,740円 週５日、１日５時間50分 生涯学習の推進 社会教育または学校教育に関する指導経験がある人 若干名 生涯学習課
☎0848･64･213710,320円 週３日、１日７時間45分

給食調理
嘱託員

6,180円 週５日、１日５時間50分 学校給食の調理 調理師免許を持っている人、または職務として調理経
験のある人 若干名 学校給食課

☎0848･68･01418,240円 週３日、１日７時間45分
青少年指導
相談員 10,320円 週３日、１日７時間45分

※土曜日の出勤あり。
青少年指導上の諸問題に関する
相談･指導

小学校教員免許または中学校教員免許（養護教諭、栄養
教諭を除く）を持っている人 若干名 青少年女性課

☎0848･64･9234

特別支援介助員 時間単価
（1,070円）

週３日、１日７時間45分
以内

障害のある園児や児童･生徒の
生活介助 障害者の介助や支援などの経験がある人（未経験者も可） 10人程度

学校教育課
☎0848･67･6155

特別支援教育
学習支援員 10,320円 週３日、１日７時間45分 通常の学級における学習支援 小学校教員免許または中学校教員免許を持っている人 若干名

図書館司書 9,030円 週４日、１日６時間45分 学校図書館の整備や読書活動の
支援など（市立学校での勤務） 図書館司書の資格を持っている人 ２人

警備嘱託員 8,240円 １日７時間45分、週29時
間未満 日直･宿直 日直･宿直が可能な人

※勤務を希望する課へ連絡してください。

３人 総務課
☎0848･67･6022

２人 本郷支所地域振興課
☎0848･86･1111

３人 久井支所地域振興課
☎0847･32･7111

１人 大和支所地域振興課
☎0847･33･0222

試験日･場所
▶第１次試験　１月20日（日）中央公民館
▶第２次試験　２月16日（土）市役所本庁
受付期間　12月３日（月）～20日（木）まで（土･日曜日
を除く）８時30分～17時15分（消印有効）

申込書の請求･提出先　三原市試験委員会（職員課内
〒723-8601港町三丁目５番１号）

※郵便で請求する場合は、宛先と希望職種を記入し、
140円切手を貼った返信用封筒（33cm×24cm以上
の大きさ）を同封してください。
※市ホームページから、試験要項･申込書を取得でき
ます。

受付期間　来年１月４日（金）～31日（木）（消印有効）
応募資格　プロ、アマチュアを問いません
応募規定
・�サイズは、Ａ４または４切（ワイド４切は不可）プリ
ントのもの。合成したものは不可。
・�応募者本人が、今年１月以降に市内で撮影した未発
表の単写真。
※被写体が三原市の風景は、市外からの撮影可。
・�一人で何点でも応募可能。ただし、入賞、入選は一
人１点。

・�応募作品に人物が写っている場合は、必ず本人の承
諾を得てください。

出品料　無料
賞　�大賞（１人）30万円　金賞（１人）15万円
　　銀賞（３人）５万円　銅賞（５人）３万円
　　�入選（20人）１万円　佳作（30人）５千円
　　みはら神明の里賞（１人）10万円
　　み�はら新魅力発見賞（若干名）３万円相当の特産

品詰め合わせ　ほか

対象の封筒　�長形３号（長３）＝12万枚
　　　　　　角形２号（角２）＝８万枚
募集枠数　16枠
掲載期間　来年５月から封筒の使用が終了するまで
掲載料　１枠65,000円（長３＝３万枚、角２＝２万枚）
※掲載基準や審査があります。詳しくは市ホームペー
ジに掲載しています。
申し込み　12月３日（月）～来年１月31日（木）（必着）
に申込書（管財課、市ホームページに用意）に必要
書類を添えて管財課へ

問職員課（市役所本庁３階）　☎0848・67・6025

問観光文化課　☎0848・67・6014

問管財課
　☎0848・67・6012

職　種（試験区分） 採用予定数 受　験　資　格（年齢は来年４月１日現在）
土木技術職
（社会人） 若干名 昭和53年４月２日～昭和63年４月１日生まれの人で、土木技術（設計、施工管理）に係る民間職務

経験が５年以上ある人（25～34歳）
保健師職
（社会人） 若干名 昭和57年４月２日～平成３年４月１日生まれの人で、保健師の資格を持っている人（22～30歳）

消防士職 １人 昭和62年４月２日～平成７年４月１日生まれの人（18～25歳）

テーマ

三原市を題材としたもの。四季折々の風景、イベント、晩秋から
初冬にかけて発生する海霧、新名所 道の駅｢みはら神明の里｣など

広告スペース

広告スペース

角形２号長形３号

▲

�第４回の金賞作品｢瀬戸雪景｣　束田博明さん

市職員を募集します

第5回観光写真コンテスト
〜三原の四季とうきしろ八景〜

市の公用封筒に広告を掲載しませんか

【来年４月１日採用予定】
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問問い合わせ先
イベント情報

みはら映画祭

１日（土）・２日（日）９時～　骨
こっとう
董市＆フリーマーケット

８日（土）８時～11時　軽トラ朝市

９日（日）10時～15時　障害者週間ふれあいバザー

16日（日）８時～16時　城町西部商栄会年末イベント

８日（土）17時～21時　あかりプロジェクト2012

９日（日）９時～16時　継ぎの輪祭り

三原駅前市民広場のイベント

定　員　50店（申し込み先着順）
出店料　無料
申し込み　商工会議所へ

内　容　障害者福祉事業所による物販など

内　容　餅つきやおでんの販売など

内　容　約千個のキャンドルの点灯

内　容　フリーマーケットなど

問商工会議所（☎0848・62・6155）、政策企画課（☎0
848・67・6011）

出店者の募集

１月14日（月）11時～13時（受け付け10時～）

新成人のつどい（成人式）

みはら市民音楽祭

ところ　芸術文化センター ポポロ
内　容　第１部：成人式典、第２部：新成人を祝う会
対　象　平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの人
※市内に住民票がある人に
は、今月1日（土）に案内状
を発送します。
※学業や就職などで、市内
に住民票がなく出席を希望
する人は、青少年女性課へ
連絡するか、電子申請（市
ホームページに掲載）で申
し込んでください。
※介助が必要な人は、事前に連絡してください。
※携帯電話から電子申請をする人は、
次のQRコードを利用してください。
問青少年女性課（☎0848・64・9234）

ところ　芸術文化センター ポポロ　ホール
内　容　市内で活動する39団体による発表
※８日は藤井美雪さん（メゾ･ソプラノ）による
ミニリサイタルがあります。
　　　　　　　　　　　　　入場料　無料

問 観光文化課
（☎0848・67・
6015）

８日（土）10時30分～15時30分（合唱の部）
９日（日）９時30分～16時15分（邦楽･洋楽の部）

15日（土）18時～

１月６日（日）15時～

芸術文化センター ポポロ

新しい音楽の風Ⅱ　シリーズ第２回
萩原麻未ピアノ･リサイタル

山下雅也サクソホン･リサイタル
イルミネーションを背景に奏でるサクソホンの魅力

ところ　ホール
予 定曲　亜麻色の髪の乙女、西風の見たもの
ほか
入 場料　大人2,000円、大学生以下
1,000円
※小学生以上から入場できます。
販売場所　ポポロ、うきしろロビー、
フジグラン三原、ワタナベ楽器　
ほか

ところ　ホワイエ
出　演　山下雅也（サク
ソホン）、富永 やよい
（ピアノ）
予定曲　クープランの墓、
スカラムーシュ　ほか
入場料　800円
※120席限定です。
販売場所　ポポロ

問芸術文化センター ポポロ（☎0848・81・0886）

全席自由
入場券販売中

12月３日（月）～
入場券販売開始

全席自由
入場券販売中

９日（日）10時～15時
もちつき体験大会

19日（水）①10時30分～②14時～③18時～
映画のつどい「夢売るふたり」

リージョンプラザ

ところ　野外広場
内　容
▶もちつき体験
　定 　員　150人（先着順）
　参 加費　一人100円
　 ※参加者に、丸めた餅（３～４個）
をプレゼント。
▶きて！みて！つくって！体験コーナー
　内　容　飾り物などの製作
　定 　員　300人（先着順）
　参 加費　一人100円（もちつき体験参加者は無料）
▶ゲームコーナー
　内　容　ベーゴマ、折り紙ヒコーキ作りなど
▶飲食コーナー
　内　容　焼きそば、うどん、ぜんざいなど

問 リージョンプラザ（☎0848・64・
7555）

ところ　文化ホール
※15歳以上から鑑賞できます。
入 場料　1,000円

▲藤井美雪さん

内　容　地元の農産物や加工品の販売など

▲

萩原麻未　
©Akira Muto

▲富永 やよい

▲山下雅也

ところ　リージョンプラザ
▶１日（土）：無料
　①10時30分～　らくがき黒板
　②13時～　裸の島
　③15時10分～　かげろう
＜ゲストトーク＞14時40分～
　三原ロケ作品の撮影スタッフ
　桑原一雄さん
▶２日（日）：有料
　①10時30分～　落葉樹
　②13時30分～　一枚のハガキ
＜ゲストトーク＞13時～　新藤
監督の孫 新藤 風さん

　入 場料　大人1,200円（1,000
円）、高校生以下 無料

　※（　　）内は前売り料金。
　販 売場所　芸術文化センター 
ポポロ、リージョンプラザほか

●同時開催　｢新藤兼人展｣
と　き　12月６日（木）まで　10時～18時
ところ　リージョンプラザ　展示ホール
内 　容　｢裸の島｣の撮影に使用した初公開のカメラと
船の艪、監督の直筆原稿などを展示

問市民映画祭開催実行委員会事務局（観光文化課内☎
0848・67・6015）

生涯学習公演事業
舞太鼓　あすか組
1月20日（日）14時～

ところ　大和文化センター
入場料　大人1,000円（1,500円）、
　中学生以下500
円（1,000円）
※（　　）内は当日
券料金。前売り券
が完売した場合は、
当日券の販売はあ
りません。
販売場所　中央公
民館、本郷生涯学
習センター、くい
文化センター、大和文化センター、大和町内の各公民館
問 大和文化センター（☎0847・33・1115）

入場料無料
１日（土）･２日（日）

人権週間記念講演会

ところ　リージョンプラザ　文化
　ホール
演 　題　講談に生きる、人の繋がり
講　師　講談師、三原市ふるさと大使
　日向ひまわりさん
定　員　400人（先着順）
問 人権推進課（☎0848・67・6044）

９日（日） 13時30分～15時

◀
日
向
ひ
ま
わ
り
さ
ん

県内の観光情報
ちょっとそこまで足を伸ばしてみませんか

ところ　蔵本通り芸術
の広場･集いの広場
（呉市中央二丁目）
内　容　全長約13メー
トルの｢大和｣や戦闘
機｢紫電改｣の実物サ
イズが幻想的に浮か
び上がります

問 イルミネーションロードくれ実行委員会（呉商工会議
所内☎0823・21・0151）

呉市制110周年記念イベント
2012イルミネーションロードくれ

～新藤監督からの贈りもの～

７日（金）～１月６日（日）17時～23時

©近代映画協会

入場料無料



健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

従業員（納税義務者）

▲▲

▲

▲

▲

事業主（特別徴収義務者）

④特別徴
収税額の
通知

⑤住民税
を給与か
ら差し引
き

市町②税額の計算

①給与支
払報告書
の提出

（１月 31
日まで）

③特別徴
収税額の
通知

（5月中旬）
⑥住民税
を納税

問い合わせ先　市民税課（☎0848・67・6031）

　市では、県や県内の市町と連携し、特別徴
収の適正実施に取り組んでいます。
特別徴収とは
　事業主が、従業員の毎月の給与から個人住
民税を徴収して、市町に納める制度です。
※税額の計算は市町がするので、事業主が計
算をする必要はありません。
特別徴収にした場合、従業員の人は…
 ･ 金融機関などへ出向いて納税する手間が省

け、納め忘れがない
 ･ 納期が年12回なので、１回当たりの納税負

担が緩和される

特別徴収の納税のしくみ

健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

と　き　８日（土）13時30分～16時
ところ　大和文化センター
内　容　活動報告、特別講演
演　題　ボク農業見習い中デス！ 
講　師　ヒョウモンモドキ保護の会

副事務局長　岩見潤治さん
定　員　200人（先着順）
参加費　無料
問い合わせ先　生活環境課（☎0848・67・6194）

構
三
原
市
支
部
事
務
局（
農
林
水

産
課
内
☎
０
８
４
８・67・６
０
８
１
）

と
き　
今
月
上
旬
〜
来
年
２
月
上
旬

対
象　
従
業
者
４
人
以
上
の
製
造
事

業
所

※
準
備
調
査
は
、
従
業
者
３
人
以
下

の
製
造
事
業
所
も
対
象
で
す
。

調
査
方
法　
調
査
員
に
よ
る
訪
問
調

査
、
ま
た
は
調
査
票
を
送
付

※
調
査
員
は
、
顔
写
真
付
き
の
調
査

員
証
を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
目
的　
製
造
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
２
２
）

消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
れ
な
い　

　
年
末
の
慌
し
さ
か
ら
つ
い
う
っ
か

り
し
て
、
火
災
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。年
末
を
無
火
災
で
過
ご
し
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

防
火
の
ポ
イ
ン
ト

○
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
す

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
た
き
火
を
す
る
前
に
は
周
囲
に
水

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
21
日（
金
）冬
至
の
日　
20

時
〜
22
時

※
市
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
９
４
）

　
市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
前
周
辺
の

放
置
禁
止
区
域
や
、
駐
輪
場
に
長
期

間
放
置
し
て
あ
る
自
転
車
や
バ
イ
ク

を
定
期
的
に
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
土
木
管
理
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
９
２
）

　
精
神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ

の
程
度
が
身
体･

知
的
障
害
者
認
定

基
準
に
準
じ
て
い
れ
ば
、
所
得
税
や

住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課（
市
役
所

本
庁
１
階
）

※
診
断
書
、
ま
た
は
民
生
委
員
の
意

見
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
０
��
０
８

４
８・64・２
１
３
０
）

ま
き
を
し
て
、
消
火
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

［
消
防
設
備
士
試
験
］

と
き　
①
来
年
２
月
10
日（
日
）②
来

年
２
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ　
①
広
島
市
②
福
山
市

受
付
期
間　
電
子
申
請
＝
12
月
９
日

（
日
）〜
18
日（
火
）、
書
面
申
請
＝

12
月
12
日（
水
）〜
21
日（
金
）

願
書
配
布
場
所　
消
防
本
部
予
防
課
、

西
部
分
署
、
大
和
出
張
所
、
北
部

分
署

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
７
）

　
明
か
り
を
消
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と

い
そ
い
で
も　
か
な
ら
ず
か
く
に
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぎ
ひ
だ
り

　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

［
開
始
式
］

と
き　
８
日（
土
）10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

※
開
始
式
前
に
福
山
ハ
ー
レ
ー
会
と

の
撮
影
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
７
９
）

と
き　
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

と
こ
ろ　
農
林
水
産
課（
市
役
所
本

庁
５
階
）、
各
支
所
の
産
業
建
設
課

問
い
合
わ
せ
先　
県
み
ど
り
推
進
機

申
し
込
み　
14
日（
金
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・63・０

５
７
０
）へ

と
き　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
級
＝
１

月
９
日（
水
）、
エ
ク
セ
ル
初
級
＝

１
月
16
日（
水
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
級
＝
１
月
23
日（
水
）、
エ
ク

セ
ル
中
級
＝
１
月
30
日（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
～
15
時
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

対
象　
18
歳
以
上
で
、
初
級
＝
パ
ソ

コン
に
初
め
て
接
す
る
人
、中
級
＝

体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人

定
員　
各
25
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

受
講
料　
１
講
座
１
，０
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
７
日（
金
）ま
で
に

希
望
す
る
講
座
名（
複
数
可
）を
保

健
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・67・６
２

３
６
）へ

と
き　
15
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
４
階
）

講
師　
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　
中
村
隆
行
さ
ん

定
員　
70
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
13
日（
木
）ま
で
に
、
ボ

　
畜
産
業
に
限
ら
ず
、
家
畜
を
飼
育

し
て
い
る
人
は
、
家
畜
の
頭
羽
数
と

衛
生
管
理
状
況
を
毎
年
報
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
東
部
畜
産
事
務

所（
☎
０
８
４･

９
２
１･

１
３
１
１
）

①
だ
る
ま
制
作
体
験
教
室

と
き　
１
日（
土
）〜
22
日（
土
）の
土

曜
日（
全
４
回
）10
時
〜
12
時

②
だ
る
ま
面
相
書
教
室

と
き　
12
日（
水
）10
時
〜
12
時
、
月･

木
曜
日
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
い
ず
れ
も
三
原
だ
る
ま
工

房（
港
町
一
丁
目
）

定
員　
各
８
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・63・１
４
８
１
）

と
き　
17
日（
月
）19
時
〜
21
時

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
入
門
編

対
象　
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

に
在
住
か
通
勤
し
て
い
る
勤
労
者

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

受
講
料　
３
０
０
円

申
し
込
み　
13
日（
木
）ま
で
に
青
少

年
女
性
課（
☎
０
８
４
８・64・９
２

３
４
）へ

と
き　
20
日（
木
）10
時
〜
13
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

対
象　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の

男
性
、
男
性
介
護
者

定
員　
40
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
円

ラ
ン
テ
ィ
ア･

市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

９
３
３
９
）へ

○
秋
の
や
は
た
川
自
然
公
園
と
御
調

八
幡
宮
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

と
き　

２
日（
日
）〜
７
日（
金
）10

時
〜
18
時（
２
日
は
11
時
か
ら
、

７
日
は
16
時
ま
で
）

○
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト

　
〜
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〜

と
き　
10
日（
月
）14
時
〜

問
い
合
わ
せ
先　
観
光
文
化
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
１
５
）

3
日（
月
）〜
9
日（
日
）は

　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
週
間
で
す

◇
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　
３
日（
月
）16
時
〜

と
こ
ろ　
イ
オ
ン
三
原
店（
城
町
二

丁
目
）、
フ
ジ
グ
ラ
ン
三
原（
円
一

町
一
丁
目
）、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

本
郷
店（
下
北
方
一
丁
目
）

◇
障
害
者
週
間
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

と
き　
９
日（
日
）10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
三
原
駅
前
市
民
広
場

内
容　
市
内
の
障
害
者
福
祉
事
業
所

に
よ
る
製
品
の
紹
介･

販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
０
）

と
き　
９
日（
日
）10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
イ
オ
ン
三
原
店

内
容　
日
用
品
の
バ
ザ
ー
、
福
祉
事

業
所
の
物
品
販
売

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
８
４
８・63・０
５
７
０
）

と
き　
９
日（
日
）10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ペ
ア

シ
テ
ィ
三
原
西
館
２
階
）

内
容　
三
原
茶
道
会
に
よ
る
茶
会

参
加
費　
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
８
４
８・63・０
５
７
０
）

と
き　
５
日（
水
）13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
４
階
）

対
象　
育
児
や
介
護
な
ど
と
仕
事
の

両
立
を
考
え
て
い
る
人

※
参
加
事
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
振
興
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
７
２
）
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掲示板
生活情報

Ｃ
Ｏ
2
削
減
／

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
転
車･

バ
イ
ク
は
、
駐
輪
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

対
象
者
の
認
定

15
日（
土
）～
31
日（
月
）

年
末
火
災
予
防
運
動

11
日（
火
）〜
20
日（
木
）は

年
末
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

家
畜
の
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の

報
告
を
忘
れ
ず
に

男
性
の
料
理
教
室

門
松
カ
ー
ド
を
配
布

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

三原発　地球温暖化防止フォーラム

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
知
り
た
い
」

だ
る
ま
制
作
体
験
教
室

個人住民税は特別徴収で納めましょう

障
害
者
週
間
啓
発
イ
ベ
ン
ト

教
室･

講
座

パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

催
　
し

よ
っ
て
み
ん
さ
い
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
２
階
）

第
８
回
あ
り
が
と
う
共
同
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

共
同
募
金　
歳
末
助
け
合
い
茶
会

両
立
支
援
面
接
会



健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは、１日（土）10時からです。
※月曜日、29日（土）～１月３日（木）は休館日です。

健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

と
き　
来
年
４
月
〜
平
成
26
年
３
月

の
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、

１
日
４
時
間
以
上

と
こ
ろ　
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー（
大

和
町
上
徳
良
）、
協
力
農
家

内
容　
農
作
物
の
生
産
に
関
す
る
実

践
的
な
栽
培
実
習
と
講
義
な
ど

対
象　
市
内
在
住
、
ま
た
は
転
入
予

定
で
、
次
の
全
て
を
満
た
す
人

○
来
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
〜
39
歳

○
研
修
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

○
研
修
終
了
後
、
直
ち
に
市
内
で
就

農
す
る
見
込
み
が
あ
る

定
員　
若
干
名

※
研
修
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
し
込
み　
来
年
１
月
11
日（
金
）（
必

着
）ま
で
に
、
申
込
書（
農
林
水
産

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）

を
農
林
水
産
課（
☎
０
８
４
８・

67・６
０
７
７
）へ

応
募
期
限　
来
年
１
月
７
日（
月
）（
必

着
）ま
で

※
推
薦
は
、
12
月
７
日（
金
）（
必
着
）

ま
で
で
す
。

応
募
資
格　
来
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
か
16
歳
で
、中
学
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
男
子

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
尾
道
出
張

所（
☎
０
８
４
８・22・６
９
４
２
）

　
美
し
い
自
然
景
観
や
、
魅
力
あ
る

都
市
景
観
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
優
れ
た

景
観
や
、
お
気
に
入
り
の
景
観
を
写

真
に
収
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
来
年
１
月
31
日（
木
） 

（
消
印
有
効
）ま
で

応
募
テ
ー
マ　
①
風
景･

ま
ち
な
み

②
建
築
物･

工
作
物

※
応
募
用
紙
は
、
都
市
政
策
課（
円

一
町
庁
舎
３
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
政
策
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
１
３
）
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児 童 館 へ お い で よ ！
リトミックランド

と　き　13日（木）・20日（木）①10
時30分～11時②11時15
分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　①あんよができない子②13

日＝あんよができる１歳
児、20日＝２歳～未就園児

定　員　各15組　参加費　無料

親子でわいわいクリスマス会
と　き　①14日（金）②18日（火）
　　　　10時30分～11時30分
内　容　サンタクロースのブラッ

クシアター
対　象　①０歳～１歳児②２歳～

未就園児とその保護者
定　員　各20組　参加費　100円

親子で工作
と　き　16日（日）10時30分～12時
内　容　しめ縄作り　
対　象　５歳以上の子どもとその

保護者
定　員　30組
参加費　100円

親子ストレッチ
と　き　19日（水）①10時～10時

45分②11時～11時45分
対　象　０歳～未就園児で、①あん

よができ
ない子②
あんよが
できる子

定　員　各30組
参加費　無料

茶の心～和親庵～
と　き　22日（土）①10時15分～

②11時15分～
ところ　サン・シープラザ（４階）
内　容　お茶のお点前
対　象　幼児以上（幼児は保護者同

伴）
定　員　各10人　参加費　250円

クリスマス会
と　き　22日（土）10時30分～12時
内　容　クリスマスコンサート、ビ

ンゴ大会など
対　象　３歳以上の子

ども（幼児は
保護者同伴）

定　員　30組
参加費　100円

申し込み先　児童館（☎�℻ 兼用0848・67・1123）

景
観
づ
く
り
大
賞
へ
の
応
募
写
真

募
　
集

図書館アラカルト
●クリスマスの本展

と　き　10日（月）～25日（火）
ところ　中央・本郷・久井・大和図書館

中央図書館（☎0848・62・3225）
●ねむの木　おはなしのひろば

と　き　１日（土）・15日（土）11時～12時
●ぽけっといっぱいのおはなし会

と　き　６日（木）11時～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり

と　き　８日（土）15時～15時30分
●読書会

と　き　17日（月）13時30分～15時
内　容　『舟を編む』三浦 しをん/著
講　師　吉川 五百枝さん
●虹の会　０歳からのよみかたり

と　き　21日（金）10時30分～11時、11時15分～
11時45分

●歴史･文化講座
と　き　22日（土）10時～11時30分
内　容　中世の三原—職人の活躍を中心にして—
講　師　歴史民俗資料館専門委員会委員長　福井

万千さん
●虹の会　クリスマスのよみかたり

と　き　22日（土）14時30分～15時30分
内　容　よみかたり、毛糸で壁飾り作り
※手話通訳もあります。

本郷図書館（☎0848・85・0703）
●こんぺいとう　おはなし会

と　き　15日（土）14時～14時30分

ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）
●おはなし会

と　き　４日（火）10時30分～11時、８日（土）・
22日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会

と　き　15日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間

と　き　土曜日10時30分～11時

投 票時間･投票所　送付する投票所入場券に
記載しています

◆投票所入場券が変わります
　今までのはがき版から冊子版に変わります。
各人ごとに切り離して投票所へ持参してくだ
さい。

問 い合わせ先　選挙管理委員会事務局（☎08
48・67・6140）

◆期日前投票
　仕事などで投票日に投票することができ
ない人は、期日前投票ができます。
と　き　５日（水）～15日（土）８時30分～20時
※国民審査の期日前投票は、９日（日）からです。

おすすめ本

　お兄ちゃんである「ぼく」、今日は
ついていない。なぜかって、それは・・・。
　文字でつづられているお兄ちゃん
の気持ちと裏腹なようで重なり合う
背景絵。文字以上のものを語り見せ
てくれる絵本です。

『できそこないのおとぎばなし』
いとう ひろし/作

休館日　中央図書館＝23日（日）、28日（金）～１月４日（金）
　　　　本郷･久井･大和図書館＝火曜日、23日（日）、28日（金）～１月４日（金）

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒

講座名 と　き ところ 対象 定員 参加費 申込期限 申し込み先

そば打ち体験教室 ９日（日）
９時～13時30分

宮浦コミュニ
ティセンター

大人

20人
各

1,100円

６日（木）まで 宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

エコなクッキング
（簡単で本格的なピザ作り）

11日（火）13時30
分～15時30分 中央公民館 24人 ７日（金）まで 中央公民館

（☎0848・64・2137）

たのしく英会話
（初心者向け）

12日（水）13時30
分～15時30分

本郷生涯学習
センター 20人 100円

10日（月）まで

本郷生涯学習センター
（☎0848・85・0701）

正月料理（18品） 14日（金）
10時～15時 中央公民館 24人 2,900円 中央公民館

（☎0848・64・2137）

おいしい和菓子を
作って茶道も学ぼう

15日（土）
９時30分～12時

船木コミュニ
ティセンター

小学生
（低学年

は保護
者同伴）

15人
各300円

12日（水）まで 船木コミュニティセンター
（☎0848・86・6731）

しめ飾り作り 16日（日）
９時30分～12時

須波コミュニ
ティセンター

小学5年
生以上 20人 14日（金）まで 須波コミュニティセンター

（☎0848・67・0512）

パソコンで年賀状を作ろう 19日（水）
10時～12時 本郷生涯学習

センター 大人 各
20人

100円 14日（金）まで
本郷生涯学習センター

（☎0848・85・0701）押し花で飾ろう
（箸袋とカレンダー作り）

21日（金）13時30
分～15時30分 800円 17日（月）まで

ミックスジュース＆サン
ドイッチ

22日（土）
10時～12時

南方コミュニ
ティセンター 小学生 20人 400円 18日（火）まで 南方コミュニティセンター

（☎0848・86・4858）

クリスマスケーキ作り 25日（火）
10時～13時 中央公民館 大人 12人 1,600円 15日（土）まで 中央公民館

（☎0848・64・2137）

生涯学習講座 各講座は、申し込み先着順です。申し込み受け付けは、３日（月）10時からです。

期日前投票所 対　象
市役所議会棟（１階） 三原地域の人
本郷支所（１階） 本郷地域の人
久井支所（１階） 久井地域の人
大和支所（１階） 大和地域の人

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

12/16
（日）

新
規
就
農
者
育
成
の
研
修
受
講
者

▲ 新しい投票所入場券は冊子版で、切り離して使います



定
員　
各
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
①
５
日（
水
）ま
で
に
本

郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

８・86・３
６
０
９
）②
６
日（
木
）ま

で
に
大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
４
７・34・０
９
６
０
）へ

　
三
原
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
の
番
組

「
市
民
い
き
い
き
健
康
ひ
ろ
ば
」（
毎

月
第
４
週
に
放
送

中
）の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

貸
し
出
し
ま
す
。

個
人
や
団
体
で
健

康
づ
く
り
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
期
間　
２
週
間

貸
出
場
所　
政
策
企
画
課（
市
役
所

本
庁
３
階
）、
中
央･

本
郷･
久
井･

大
和
図
書
館

貸
出
枚
数　
１
回
に
つ
き
５
枚
ま
で

内
容　
県
立
広
島
大
学
三
原
キ
ャ
ン
パ

ス
教
員
が
出
演
し
、
健
康
情
報
や

簡
単
な
体
操
、
料
理
な
ど
を
紹
介

タ
イ
ト
ル　
「
認
知
症
を
予
防
し
よ

う
」、「
イ
ク
メ
ン
～
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
た
時
に
で
き
る
こ
と
〜
」な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
１
１
）

と
き　
13
日（
木
）13
時
15
分
～
15
時

♦
22
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分
、
12

時
30
分
～
16
時　
イ
オ
ン
三
原
店

（
城
町
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
２
３
４
）

と
き　
19
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

相
談
料　
無
料

申
し
込
み　
18
日（
火
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
２

０
１
１
）へ

15
分　

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

※
本
郷･

久
井･

大
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
随
時
実
施
。（
要
予
約
）

内
容　
健
診
結
果
の
相
談
、
食
生
活

相
談
、
検
尿
、
血
圧
測
定
な
ど

定
員　
６
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

相
談
料　
無
料

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
12
日（
水
）９
時
～
12
時
、
13

時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
エ
イ
ズ

相
談（
匿
名
可
）

相
談
料　
無
料

※
エ
イ
ズ
に
関
す
る
電
話
相
談
は
、

９
時
～
16
時
30
分
の
間
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

申
し
込
み　
11
日（
火
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
２

０
１
１
）へ

♦
７
日（
金
）10
時
～
11
時
30
分
、
12

時
30
分
～
16
時　
フ
ジ
グ
ラ
ン
三

原（
円
一
町
一
丁
目
）

♦
11
日（
火
）9
時
30
分
～
11
時
30
分　

市
役
所
本
庁

と
き　
水･

土
曜
日
18
時
～
20
時
、

第
１･

３
月
曜
日
13
時
～
15
時（
祝

日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館

内
容　
体
験
談
を
通
し
て
断
酒
継
続

や
心
の
回
復
、
社
会
復
帰
に
生
か
す

対
象　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
で

苦
し
ん
で
い
る
人
や
、
そ
の
家
族

相
談
料　
無
料

※
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
断
酒
友
の
会

（
☎
０
８
４
８・62・５
６
１
２
）

　
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
や
、
精
密
検

査
を
指
摘
さ
れ
再
診

し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

内
容　
血
液
検
査
を
含
む
基
本
健
康

診
査
、特
定
健
康
診
査
、各
種（
胃･ 

肺･

大
腸･

子
宮･

乳･

前
立
腺
）が

ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
①
７
日（
金
）②
10
日（
月
）13

時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
①
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
精
神
科
医
師
、
精
神
保
健
福

祉
士
に
よ
る
相
談
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ひろば
健康

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

健
康
情
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

受
診
期
限
は
来
年
３
月
ま
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
で
悩
む
人
へ

断
酒
の
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　宮浦公園内に健康遊具を４基設置しています。散
歩の途中などに、普段着のまま楽しみながら運動不
足の解消、体力の維持･向上に活用してください。

健康遊具で健康づくりをしましょう精
神
保
健
福
祉
相
談

エ
イ
ズ
相
談

健
康
相
談

献
血
に
協
力
を

▲�椅子に座り、テーブルに沿ってゆっ
くり上半身をひねることで、わき腹、
腰、胸、肩の筋肉を伸ばします。

▲�椅子に座り、前方へ手を伸ばすこと
で、腰痛予防になります。

▲�棒にぶらさがることで、全
身の筋肉を伸ばします。

◀�

立
っ
た
ま
ま
腕
立
て
伏
せ
を
す
る
こ

と
で
、上
半
身
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

問い合わせ先　保健福祉課（☎0848・67・6053）



子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば

　
と
き　
27
日
を
除
く
火･

木
曜
日
10

時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
４
階
）

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
絵
本
や
遊

具
遊
び
、
子
育
て
相
談
な
ど

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

内
容　
身
体
測
定
、
育
児･

栄
養･

歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
21
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

内
容　
離
乳
食
の
す
す
め
方
、
調
理

実
習
、
試
食
な
ど

対
象　
０
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

※
託
児
も
可
能
で
す
。（
要
予
約
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
14
日（
金
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
６

１
）へ

と
き　
①
15
日（
土
）②
16
日（
日
）10

時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　
①
久
井
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

対
象　
３
～
６
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　
①
６
組
②
10
組（
い
ず
れ
も

申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意
す
る
物　
米
１／２
合
、
箸
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物

申
し
込
み　
10
日（
月
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

５
３
）へ

　
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

接
種（
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
の

接
種
）に
つ
い
て
、
定
期
予
防
接
種

と
し
て
認
可
さ
れ
た
た
め
、
無
料
で

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
２
３
４
）

と
き　
27
日
を
除
く
火･

木
曜
日
10

時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ（
３
階
）

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
に

関
す
る
相
談
な
ど

対
象　
乳
幼
児
の
保
護
者

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
３
５
９
）

①
６
日（
木
）10
時
～
11
時　
さ
ん
さ

ん
ま
り
ん
保
育
園（
港
町
三
丁
目
）

②
６
日（
木
）14
時
～
15
時　
ぽ･
ぽ･

ら（
宮
浦
六
丁
目
）

③
21
日（
金
）10
時
～
11
時　
あ
さ
か

ぜ
保
育
園（
沼
田
東
町
片
島
）
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応援
子育て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
相
談

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
が
認
可
さ
れ
ま
し
た

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
ろ
う

子
育
て
応
援
相
談

離
乳
食
教
室

子
育
て
支
援
サ
ロ
ン

こ ん に ち は

保健師です
　乳児は新陳代謝が活発で失う水分量も多
いため、病気の時は特に、こまめに水分を
補給しましょう。下痢や嘔

おう と 

吐があると脱水
になりやすいので、吐き気がある時でも飲
めるようであれば、１回の量を少なくして
何回かに分けてあげましょう。また、おし
っこの回数や量が減った、元気がないなど、
普段と比べてようすが違うと思ったら、で
きるだけ昼間のうちに受診しましょう。夜
間に急に発病したときには、県の小児救急
医療相談電話で看護師などに相談できます。
▶夜間の小児救急医療相談電話
と　き　毎日19時〜翌朝８時
電�話番号　♯8000または ☎082･505･13 

99
相談料　無料　※通話料は必要。

冬のこまめな水分補給

三原市保健師　國次美和

祝日・年末年始の小児科救急当番医院
と　き 医 療 機 関 名

   24日（月） ９時〜12時、14
時〜16時30分

興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

   29日（土）

８時〜12時 金丸小児科医院（城町二丁目）
（☎0848・62・3763）

８時30分〜12時 武田小児科医院（城町一丁目）
（☎0848・62・4814）

８時45分〜12時
木原こどもクリニック（円一町
一丁目）

（☎0848・61・0321）

９時〜12時 興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

９時〜12時30分、
14時30分〜16時　

わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

９時〜14時 川西医院（西町一丁目）
（☎0848・63・4887）

   30日（日） ８時30分〜17時
30分

三原市医師会休日夜間急患診
療所（宮浦一丁目）

（☎0848・67・7040）

   31日（月）　９時〜12時30分、
13時30分〜15時

わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

1月1日（火）　９時〜12時、14
時〜16時30分

興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

　  2日（水） ９時〜12時、13
時〜16時30分

三原赤十字病院（東町二丁目）
（☎0848・64・8111）

　  3日（木） ８時30分〜17時
30分

三原市医師会休日夜間急患診
療所（宮浦一丁目）

（☎0848・67・7040）
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人権ひろば　消費生活相談

　
世
界
人
権
宣
言
が
昭
和
23
年
12
月
10
日
の
国

際
連
合
総
会
に
お
い
て
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
国
際
連
合
で
は
、
12
月
10
日
を
世
界
人
権

デ
ー
と
定
め
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
12
月
4
日

か
ら
10
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
ま
し
た
。

　
世
界
人
権
宣
言
の
第
１
条
で
は
、｢

す
べ
て
の

人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。

人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
第
11
条
に「
国
民

は
、す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ

な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
」と

定
め
、
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、日
本
に
お
い
て
も
世
界
に
お
い

て
も
、人
権
は
平
等
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
い
わ
れ
の
な
い
差

別
、
い
じ
め
や
虐
待
、
社
会
参
加
を
阻
む
障
壁
な

ど
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、常
に
人
権
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
ち
、互
い

に
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
人
権
週
間
で
あ
る
こ
の
機
会
に
、身
の
回
り
に

あ
る
人
権
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
人
権
啓
発
広
報
編
集
委
員
会
）

心
の
つ
な
が
り
す
て
き
な
笑
顔
⑪

12
月
4
日
〜
10
日
は
、
人
権
週
間
で
す

差
別
に
は
　
ぼ
く
も
私
も
　
き
び
し
い
目

（
中
学
２
年
生
の
作
品
）

人
権
ひ
ろ
ば

　
突
然
、
家
に
業
者
が
や
っ
て
き

て
、名
前
と
生
年
月
日
か
ら
姓
名
判

断
を
し
て
く
れ
た
。｢

何
か
悩
み
が
あ

る
の
で
は
な
い
か｣

と
言
わ
れ
、
息

子
が
結
婚
で
き
な
い
こ
と
を
相
談
す

る
と
、
息
子
の
名
前
で
姓
名
判
断

し
、「
開
運
鑑
定
付
き
の
印
鑑
を
作

れ
ば
、
息
子
は
必
ず
結
婚
で
き
る
」

と
言
わ
れ
た
。
息
子
が
結
婚
で
き
る

な
ら
と
15
万
円
で
印
鑑
を
購
入
し

た
。
し
か
し
、よ
く
考
え
る
と
高
額

な
の
で
解
約
し
た
い
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

　
相
談
者
に
は
、開
運
商
法
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
回

の
契
約
に
つ
い
て
経
緯
や
問
題
点
を

書
い
た
契
約
解
除
通
知
書
を
業
者

に
送
付
し
た
結
果
、無
条
件
で
解
約

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
の
弱
み
や
不
安
を
聞
き
だ
し

て
、「
運
が
開
け
る
」、「
先
祖
の
因
縁

を
絶
つ
た
め
」な
ど
と
言
い
、
高
額

な
印
鑑
や
仏
具
を
勧
め
た
り
、祈き

禱と
う

料
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
請
求
す
る

商
法
は
、開
運
商
法
や
霊
感
商
法
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。販
売
目
的
を
隠

し
て
訪
問
し
、「
買
え
ば
必
ず
結
婚
で

き
る
」な
ど
事
実
で
は
な
い
こ
と
を

言
っ
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、泣
き
寝
入

り
し
な
い
で
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
専
門
の
相
談
員
が
、消
費
生
活
の

困
り
事
の
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。

と�

き　
24
日・31
日
を
除
く
月
～
金

曜
日
9
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
５
階

※
電
話
相
談
も
可
能
で
す
。

【
巡
回
相
談（
予
約
制
）】

と�

き　
７
日（
金
）・
14
日（
金
）・
21

日（
金
）14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
本
郷･

久
井･

大
和
支
所

申�

し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で

に
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

商
工
振
興
課（
☎
０
８
４
８・
67・

６
０
７
２
）へ

《
相
談
内
容
》

消
費
生
活
相
談 

82

姓
名
判
断
で
悩
み
を
相
談
し
、

高
額
な
印
鑑
を
買
っ
て
し
ま
っ
た

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
４
８・67・６
４
１
０

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

この印鑑さえ買えば
良縁まちがいなし!

子ども理解をどのようにすすめるか
と　き　７日(金)19時～20時30分
と�ころ　人権文化センター (長谷一丁目)
講�　師　県人権擁護委員連合会子ども人

権委員会副委員長　松尾 誠さん

講談に生きる、人の繋がり
と　き　９日(日)13時30分～15時
と�ころ　リージョンプラザ
講�　師　講談師、 三原市ふるさと大使　

日向ひまわりさん
※詳細は20ページに掲載。
問�い合わせ先　人権推進課 (☎0848・

67・6044)

人権週間記念講演会 参加費
無料
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くらしの無料相談窓口

相談の種類 と　　き と こ ろ 申し込み・問い合わせ先

三原市法律相談 21日（金）※要予約。受け付
けは５日（水）８時30分から。 13時～16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6178）

弁護士法律相談
12日（水）･19日（水）
※いずれも要予約。収入によ
る利用条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
内（尾道市新浜一丁目）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談 24日〜28日、31日を除く月〜
金曜日 12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）

法的トラブルの解決法・
窓口の案内 24日･31日を除く月〜金曜日 ９時〜17時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

消費生活相談 24日･31日を除く月〜金曜日 ９時～12時､13時～16時 市役所本庁（５階）
※電話相談も可。 消費生活センター

（☎0848・67・6410）
消費生活巡回相談 ７日（金）･14日（金）･21日（金）

※いずれも要予約。 14時～16時 本郷･久井･大和支所

若年者向け就職相談

24日･31日を除く月曜日
※要予約。 12時〜17時 サン・シープラザ（３階） 青少年女性課

（☎0848・64・9234）

火〜木曜日※要予約。 10時～15時 若者サポートステーション
（港町一丁目）

NPO法人ちゃんくす
（☎0848・36・6525）

学校生活・勉強などの
悩み相談

24日･29日･31日を除く月〜
土曜日

９時～17時45分（土曜日
は８時30分～17時15分）

リージョンプラザ
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・体罰
などの相談 24日･31日を除く月〜金曜日 ８時30分～17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は､ 留守番電話で対応。
児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  子育て支援課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 24日･31日を除く月〜金曜日
※26日（水）は要予約。

９時30分〜16時 サン・シープラザ（３階）

家庭児童相談室
（☎0848・61・0121）

女性相談 24日･31日を除く月〜金曜日 女性相談室
（☎0848・61・0122）

認知症相談 火・木曜日 13時～16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター
  　　　  （☎082・254・3434）

成年後見専門相談 13日（木）※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ（３階）
障害者生活支援センター

（☎0848・63・3319
　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談

５日（水）
10時〜12時

久井保健福祉センター
14日（金） 大和保健福祉センター
19日（水） 14時〜16時 本郷福祉センター

心配ごと相談

火･金曜日
13時〜16時

サン・シープラザ（３階）
社会福祉協議会・各地域センター

　

（☎0848・63・0570）
水曜日 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
５日（水）･19日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

７日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
14日（金）･21日（金） 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

人権相談
火･水･金曜日､ ６日（木） 10時〜16時

（６日は13時から） サン・シープラザ（３・４階） 人権推進課
（☎0848・67・6044）

24日・31日を除く月･木曜日 10時〜16時 市役所本庁（４階）
24日・31日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）

女性の人権相談
24日・31日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分

 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）
子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（　 0120・007・110）
交通事故・民事・家事相談

24日･31日を除く月〜金曜日
９時〜12時､13時〜16時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）

暴力団関係相談 ８時30分～17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

登記相談 19日（水） 13時〜16時 市役所本庁（１階） 広島法務局尾道支局
（☎0848・23・2882）

不動産相談 13日（木）･27日（木） 10時〜15時
サン・シープラザ（３階） 社会福祉協議会

（☎0848・63・0570）療育・教育相談 ３日（月）
13時〜16時

行政相談 21日（金）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは､ 変更する場合があります。事前に確認してください。
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❶ピストルの音とともにスタート ！ 秋
色に染まった大和を駆け抜けました
(11/4　白竜湖ふれあいグリーンマラ
ソン大会)
❷生徒や教職員、保護者、地域の皆さ

んなど総勢約240人がキャスト、裏方
として参加。｢やっさ踊り｣を取り入れ
た創作ミュージカルで白熱の演技を披
露しました(11/10　第二中学校オリジ
ナルミュージカル　芸術文化センター 
ポポロ)
❸紅葉がきれいに色づき始めた佛通寺
へ約400人が来場。太鼓の演奏では、
高坂小の児童たちも校歌のアレンジ曲
を披露しました(11/10　佛通寺コン
サート2012｢打打打団  天鼓｣)
❹親子連れ約１，５００人が来場。バレエ

などの芸能発表や牛馬市の再現、牛
そり逆転レースに声援が送られました
(10/28　第１回久井！さわやか高原祭
り　久井保健福祉センターほか)
❺本郷幼稚園･保育所の子どもたち
73人が、地域の人と一緒にサツマイモ
を収穫。取れたての味覚も堪能しまし
た(11/7　芋掘り　ふれあい農園)
❻父親の育児応援事業に48組が参加。
運動や遊びを通じて、子どもとの触れ
合いのひとときを過ごしました(11/18　
パパと一緒に親子体操　中央公民館)

❸

❹

❺

❶

❻

Photo

Walk
カメラ

散歩

❷
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撮影者 撮影日 撮影場所市 民 フ ォ ト ギ ャ ラ リ ー
い
ざ
出
陣

 

中
原
静
惠
さ
ん　

 

平
成
24
年
11
月

 

Ｊ
Ｒ
三
原
駅
前

色
づ
く
夕
日

 
東 

龍
史
さ
ん　

 

平
成
24
年
10
月

 
本
郷
北
二
丁
目

沼
田
川
に
沈
む
太
陽

 

児
玉 

涼
太
朗
さ
ん　

 

平
成
24
年
11
月

 

三
原
大
橋

秋
の
宮
浦
公
園

 

汐
中
俊
郁
さ
ん　

 

平
成
24
年
11
月

 

宮
浦
公
園（
宮
浦
二
丁
目
）

※広報誌で紹介できなかった写真は、市ホームページへ掲載
します。
申し込み　郵送またはＥメールで、写真データか写真（Ｌ判サ

イズ）と、①撮影者名②住所・電話番号③撮影日④撮影場所
⑤作品名を総務課（〒723-8601港町三丁目５番１号☎084 
8・67・6007 soumu@city.mihara.hiroshima.jp）へ

投稿写真を募集 　　  テーマ   ～みはらの四季、みはら再発見、みはらの新たな観光スポット～
応募期限　10日（月）（必着）
応募資格　市内に在住か通勤・通学の人
選　　考　総務課で選考
※投稿写真の著作権は市に帰属します。
※広報誌への掲載は、年度につき原則一人２回までです。
※投稿写真の返却は行いません。
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食育推進キャラクター
「そだっち」

みんなでチャレンジ

食育食育21

再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
へ
。

平
成
24（
2
0
1
2
）年
12
月
号

第
93
号
　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝63.1▶本郷局（本郷町船木川西上）＝64.7　　　　 
　　　　　 航空機の騒音測定結果（10月分）　　（WECPNL）

税などの納期（普通徴収）三原市の人口（10月31日現在）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。

世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
り
ま
す

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
食
生
活
改
善
推
進

員
三
原
支
部（
会
員
77
人
）に
よ
る
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
で
す
。

　
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
自
分
の
身
体
レ

ベ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
基
づ
い
た
健
康
づ

く
り
を
実
践
す
る
人
の
こ
と
で
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
10
日
、
三
原
高
等
学
校
で
、
適
正
な

体
重
の
出
し
方
や
、
や
せ
の
弊
害
、
朝
食
の

大
切
さ
、間
食
な
ど
に
つ
い
て
授
業
を
行
い
、

一
年
生
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

高
で
の
活
動
は
12
年
前
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
今
朝
食
べ
た
物

の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
ご
飯

や
パ
ン
な
ど
の
主
食
、
魚
や
肉

な
ど
の
主
菜
、
野
菜
な
ど
の
副

菜
、
果
物
、
乳
製
品
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
に
必
要

な
野
菜
の
量
は
３
５
０
ｇ
と
紹

介
。
実
際
に
一
日
の
必
要
量
を

手
に
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
」と
驚
き
の
声

が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

　
間
食
に
つ
い
て
で
は
、
炭
酸
飲
料
水
と
同

量
の
砂
糖
水
の
飲
み
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。

砂
糖
水
を
口
に
し
た
生
徒
は
、「
甘
い
。
飲
め

な
い
」と
炭
酸
飲
料
水
に
含
ま
れ
る
砂
糖
の

量
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
同
高
の
森
田
康
史
さ
ん
か
ら
、「
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
に
つ
な
げ
、
健
康
づ

く
り
に
生
か
し
た
い
で
す
」と
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
の
新
田
純
子
さ
ん
は
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
に『
朝
食
を
取
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か

っ
た
』と
書
い
て
あ
る
の
を
見
る
と
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
」と
嬉
し
そ
う
に
語
り
ま
し

た
。

問�

い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０
８
４

８・67・６
０
５
３
）
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あ・と・が・き

▲�飲み比べの準備をする食生活
改善推進員の皆さん

▲�一日に必要とされる野菜の量を確認する生徒たち

牛乳入り減塩みそ汁●
材
料（
１
人
分
）

　
カ
ボ
チ
ャ
25
ｇ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
25
ｇ
、

シ
メ
ジ
10
ｇ
、油
あ
げ
５
ｇ
、ネ
ギ
２ｇ
、

だ
し
汁
１
２
０
㏄
、
み
そ
８
ｇ
、
牛
乳

30
㏄

●
作
り
方

①�

ホ
ウ
レ
ン
草
を
ゆ
で
２
㎝
程
度
に
切

る
。

②�

カ
ボ
チ
ャ
と
シ
メ
ジ
は
一
口
大
に
、

油
あ
げ
は
細
く
切
る
。

③�

鍋
に
だ
し
汁
と
②
を
入
れ
、
具
材
が

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

④�

③
に
み
そ
を
溶
き
入
れ
、
牛
乳
を
加

え
て
煮
立
た
せ
な
い
よ
う
に
温
め
る
。

⑤�

お
わ
ん
に
注
ぎ
、
水
気
を
切
っ
た
①

と
小
口
切
り
に
し
た
ネ
ギ
を
入
れ
て

出
来
上
が
り
。

※
塩
分
を
１
ｇ
に
抑
え
た
み
そ
汁
で
す
。

牛
乳
で
コ
ク
を
足
し
て
い
ま
す
。

二
中
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
撮

影
に（
30
ペ
ー
ジ
参
照
）。今
回

で
４
年
目
と
な
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
そ
し
て「
ご
め
ん
な
さ
い
」▼

取
材
前
は
、
こ
ん
な
に
も
完
成
度
の

高
い
も
の
と
は
想
像
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。生
徒
の
堂
々
と
し
た
演
技
、

そ
し
て
脇
を
固
め
る
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
い
い
味
を
出
し
て
い

る
の
で
す
▼
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
一
枚
だ
け
の
写

真
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
▼
こ
れ
は

腕
の
せ
い
で
し
た
。
再
度
、
謝
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
Ａ
）

○固定資産税・都市計画税（第３期）
○国民健康保険税（第６期）
○介護保険料（第６期）
○後期高齢者医療保険料（第６期）
納期限　12月25日（火）
夜�間収納窓口（19時まで） ６日（木）・
　13日（木）・20日（木）・27日（木）

43,755
100,495
47,931
52,564

（−104）
（−1,100）
（−652）
（−448）


